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巻頭言　2

七
月
の
あ
る
日
、
高
崎
に
あ
る
群
馬
パ
ー
ス
大
学
で
授
業
が
終
わ
っ
た
と
き
、
い
つ

も
熱
心
に
聴
い
て
い
る
女
子
学
生
が
「
先
生
、
こ
の
子
は
〈
を
〉
の
こ
と
を
変
な
言
い

方
す
る
ん
で
す
」
と
語
り
か
け
て
き
た
。
そ
し
て
彼
女
は
傍
ら
に
い
た
友
人
に
「
ほ
ら

言
っ
て
み
て
」
と
促
す
。
新
潟
出
身
の
学
生
は
言
葉
を
発
し
た
。

「
く
っ
つ
き
の
を
」

私
は
思
わ
ず
「
え
っ
！
」
と
驚
い
た
。
く
だ
ん
の
女
子
学
生
は
面
白
い
テ
ー
マ
を

教
え
て
や
っ
た
と
自
慢
顔
で
あ
っ
た
。
教
室
に
学
生
た
ち
が
残
っ
て
い
た
の
で
質
問
し

て
み
た
。
確
か
吾
妻
郡
の
学
生
が
「
く
っ
つ
き
の
を
」
と
答
え
た
。
そ
の
後
、
長
い
夏

休
み
に
挟
ま
れ
、
こ
の
話
題
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。

ブ
ル
ベ
リ
ー
が
紅
葉
し
た
こ
ろ
、
筑
波
大
学
の
学
生
が
川
場
村
に
民
俗
学
実
習
に

や
っ
て
来
た
。
私
は
お
手
伝
い
と
し
て
参
加
し
、
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
に
一
杯
飲
み

な
が
ら
学
生
と
歓
談
し
て
い
た
。
ふ
と
思
い
出
し
、「〈
を
〉
を
何
と
い
う
か
？
」
と
質

問
し
て
み
た
。
す
る
と
目
の
前
の
学
生
は
言
っ
た
。

「
重
た
い
を
」

周
り
に
い
た
学
生
は
「
う
っ
そ
ー
、何
そ
れ
？
わ
お
ん
の
を
だ
よ
」、も
う
一
人
が
「
ワ

行
の
を
だ
よ
」
と
言
っ
た
。
居
合
わ
せ
た
学
生
は
皆
ど
ち
ら
か
を
使
っ
て
い
た
。
彼
は

栃
木
県
出
身
。
私
も
「
重
た
い
を
」
以
外
は
知
ら
な
い
。
そ
の
後
、
複
数
の
大
学
で
同

　
　
　
　
　

ぐ
ん
ま
伝
統
文
化
継
承
委
員
・
博
士
（
文
学
）　
　

板　

橋　

春　

夫

巻
頭
言

じ
質
問
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
わ
お
ん
の
を
」「
ワ
行
の

を
」
の
ワ
行
系
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
次
が
「
Ｗ
Ｏ
」「
う
ぉ
」
系
。「
く
っ
つ
き
の

を
」
と
「
つ
な
ぎ
の
を
」
の
つ
な
ぎ
系
が
第
三
位
。
そ
し
て
「
重
た
い
を
」
が
続
く
。

あ
と
は
ド
ン
グ
リ
の
背
比
べ
で
、「
小
さ
い
を
」「
か
ぎ
の
を
」「
～
は
～
を
～
す
る
の
を
」

「
終
わ
り
の
を
」「
下
の
を
」「
難
し
い
を
」「
助
詞
の
を
」
な
ど
。
細
か
な
違
い
を
含
め

る
と
二
〇
通
り
く
ら
い
に
な
っ
た
。

「
重
た
い
を
」
は
、
群
馬
県
や
栃
木
県
に
多
く
、
地
域
限
定
の
言
い
ま
わ
し
の
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、世
代
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。「
ち
い
さ
い
を
」は
富
山
県
。
ま
た
、「
終

わ
り
の
を
」
と
書
い
た
学
生
に
、
終
わ
り
は
「
ん
」
だ
よ
と
言
っ
て
笑
わ
せ
た
記
憶
が

あ
る
。
実
は
「
大
阪
の
お
」
と
「
尾
張
の
を
」
と
い
う
区
別
法
が
存
在
し
、
笑
っ
て
い

る
場
合
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

 

人
び
と
に
共
有
す
る
知
識
が
あ
る
場
合
は
、
何
の
感
動
も
生
ま
れ
な
い
。
し
か
し
、

あ
る
文
化
と
違
う
文
化
が
接
触
す
る
と
、
緊
張
が
発
生
す
る
。
自
己
の
経
験
以
外
の
知

識
に
対
し
、
そ
の
衝
撃
が
大
き
い
ほ
ど
攻
撃
や
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
く
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
の
か
疑
問
が
湧
く
し
、
周
圏
的

分
布
が
描
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
世
代
差
も
あ
る
ら
し
い
が
、
教
育
の
問
題
と
も
関

わ
る
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
こ
れ
は
日
本
文
化
研
究
の
大
問
題
（
？
）
で
あ
る
。

あ
な
た
は
〈
を
〉
を
何
と
い
う
か
？
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ぐんま

多
胡
碑
記
念
館
（
都
丸
芳
明
館
長
）
を
語
る
と
き
、
忘
れ

て
な
ら
な
い
の
が
、
多
胡
碑
（
昭
和
二
十
九
年
、
国
特
別
史

跡
指
定
）
の
存
在
。
こ
の
碑
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
千
三
百
年

前
の
和
銅
四
（
七
一
一
）
年
、
朝
廷
か
ら
の
命
で
、
上
野
国

に
多
胡
郡
が
建
郡
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
建
郡
碑
。
そ
の
内
容

は
『
続
日
本
記
』
の
記
述
と
も
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
同
碑

が
日
本
古
代
史
を
探
る
重
要
な
資
料
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
地
元
の
石
材
（
通
称
・
多
胡
石
）
を
使
い
、
笠
石
を
頂

い
た
碑
に
は
、
六
行
に
わ
た
っ
て
建
郡
の
い
わ
れ
な
ど
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
書
体
は
見
事
で
、
江
戸
時
代
か
ら
広
く

注
目
さ
れ
多
く
の
書
家
や
文
人
も
訪
れ
て
い
る
と
い
う
。

現
在
で
は
、
覆
屋
の
中
に
あ
り
、
毎
年
春
三
月
に
一
般
公

開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
崎
市
で
は
、
十
年
計
画
で
郡
の

役
所「
郡ぐ
ん
が衙
」な
ど
に
つ
な
が
る
周
辺
発
掘
調
査
も
開
始
し
た
。

◇ 

多
胡
碑
を
中
心
と
し
て

多
胡
碑
記
念
館
は
、
鏑
川
の
段
丘
上
に
位
置
し
、
碑
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
よ
う
な
二
つ
の
立
体
が
並
び
立
つ
造
り
。
そ
の

設
立
の
目
的
に
、「
多
胡
碑
を
は
じ
め
と
す
る
郷
土
の
歴
史
、

文
化
等
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
を
深
め
、
も
っ

て
生
涯
学
習
、
学
術
及

び
文
化
の
振
興
に
寄
与

す
る
」と
あ
る
よ
う
に
、

多
胡
碑
と
の
関
係
な
く

し
て
同
館
は
語
れ
な
い
。

館
内
を
見
て
み
よ

う
。
入
館
し
て
す
ぐ
目

に
つ
く
の
は
、
多
胡
碑

の
複
製
、
さ
ら
に
二
階

ま
で
の
吹
き
抜
け
部
分

に
は
好
太
王
（
広
開
土

王
）
碑
の
大
き
な
拓
本

が
吊
る
さ
れ
て
い
る
。

二
階
に
は
、
興
味
あ

る
い
く
つ
か
の
展
示
室

が
あ
る
。
多
胡
碑
の
実

物
大
複
製
が
置
か
れ
て

い
る
多
胡
碑
の
部
屋
、

日
本
三
古
碑（
多
胡
碑
、

多
賀
城
碑
、
那
須
国
造

碑
）
や
仏
足
石
碑
な
ど

を
紹
介
す
る
古
碑
の
部
屋
、
大
小
の
拓
本
が
展
示
さ
れ
て
い

る
拓
本
の
部
屋
、
李
朝
時
代
の
書
斎
を
再
現
し
た
ゾ
ー
ン
も

あ
る
。
韓
国
の
上
流
階
級
の
夏
の
た
た
ず
ま
い
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
露
台
も
趣
が
あ
り
、
戸
を
開
け
る
と
外
に
、
多
胡
碑
の

杜
が
見
え
る
仕
組
み
だ
。
露
台
の
内
側
に
は
、
一
木
一
石
を

配
し
た
中
庭
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。

多
胡
碑
の
碑
文
を
は
じ
め
、
文
字
を
中
心
に
し
た
展
示
構

成
だ
け
に
、
書
家
や
書
を
た
し
な
む
人
の
来
館
も
多
い
と
い

う
。
時
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
書
道
展
も
毎
年
開
か
れ
て
い

る
。
地
味
だ
が
、
味
の
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
。

④「多胡碑記念館」

上毛かるたに「昔を語る　多胡の古碑」とうたわれた国指定特別史跡「多胡碑」。その名を冠した施設が
高崎市吉井町にある。「多胡碑記念館」だ。旧多野郡吉井町の多胡碑隣接地に 1996（平成 8）年に開館。
以来 17年、企画展などを通して地域の歴史や書、文字研究の拠点となってきた。古碑とともにある同館
を紹介する。

桑原高良

歴史をしのぶ古碑とともに
文字や考古の研究者も来館

多胡碑の覆屋

多賀城碑などの複製好太王碑の拓本
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◇ 

企
画
展
「
文
字
の
遺
産
」

同
館
で
は
十
一
月
六
日
か
ら
二
○
一
三
年
一
月
二
十
日
ま

で
、
企
画
展
「
多
胡
碑　

文
字
の
遺
産
」
を
開
催
中
だ
。
企

画
展
は
今
回
で
三
十
六
回
目
。
同
館
関
係
者
は
、
企
画
の
狙

い
に
つ
い
て
「
推
定
さ
れ
る
古
代
の
多
胡
郡
地
域
か
ら
出
土

し
た
刻
書
・
墨
書
土
器
、
刻
書
紡
錘
車
、
文
字
瓦
な
ど
の
考

古
資
料
に
記
さ
れ
た
文
字
を
通
し
て
、
改
め
て
文
字
資
料
と

し
て
の
多
胡
碑（
上
野
三
碑
）を
捉
え
る
試
み
」と
説
明
す
る
。

企
画
の
主
な
構
成
は
、
楔
形
文
字
や
象
形
文
字
に
代
表
さ

れ
る
世
界
文
明
の
文
字
の
紹
介
、
漢
字
の
誕
生
、
古
代
多
胡

郡
の
文
字
資
料
な
ど
だ
。
こ
こ
に
は
、上
野
三
碑
（
多
胡
碑
、

山
上
碑
、
金
井
沢
碑
）
の
拓
本
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
文
字
が
刻
ま
れ
た
紡
錘
車
、
墨
書
土
器
、
文

字
瓦
な
ど
も
数
多
く
展
示
さ
れ
、
文
字
か
ら
人
々
の
暮
ら
し

も
想
像
さ
れ
る
。
面
白
い
も
の
で
は
、「
多
多
多
」
と
多
の

文
字
が
数
多
く
刻
ま
れ
た
紡
錘
車
な
ど
が
あ
る
。
企
画
展
と

常
設
展
示
と
合
わ
せ
て
見
学
す
る
と
さ
ら
に
文
字
へ
の
理
解

が
深
ま
る
。

◇ 

拓
本
体
験
も
人
気

同
館
一
階
で
は
、
来
場
者
が
希
望
す
れ
ば
、
簡
単
な
拓
本

づ
く
り
に
挑
戦
で
き
る
。
多
胡
碑
の
文
字
を
参
考
に
作
ら
れ

た
ミ
ニ
拓
本
原
版
に
紙
を
張
り
付
け
、
そ
の
上
か
ら
墨
を
う

つ
こ
と
で
文
字
拓
本
が
で
き
る
。
子
供
た
ち
や
保
護
者
に
人

気
だ
と
い
う
。
こ
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、
楽
し
み
な
が

ら
文
字
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
多
胡
碑
と
い
う
地
域

の
貴
重
な
文
化
遺
産
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
同
館
の
思
い
が
あ
る
。

◇ 

見
学
記
念
に
拓
本

同
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
図
録
と
と
も
に
多

胡
碑
の
拓
本
、
拓
本
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
が
並
ぶ
。
同
館
や
多
胡

碑
の
見
学
記
念
と
し
て
拓
本
を
購
入
す
る
人
も
多
い
と
い

う
。
中
に
は
、
書
の
参
考
に
し
た
い
と
求
め
る
書
道
関
係
者

も
い
る
と
い
う
。

◇ 

周
囲
の
見
ど
こ
ろ

多
胡
碑
記
念
館
や
多
胡
碑
周
辺
は
「
吉
井
い
し
ぶ
み
の
里

公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
管
理
が
行
き
届
き
、
見
ど
こ
ろ

も
多
い
。
多
胡
碑
覆
屋
近
く
に
は
、
初
代
県
令
、
楫
取
素
彦

（
一
八
二
九
―
一
九
一
二
）
の
歌

碑
が
立
つ
。
吉
田
松
陰
の
義
弟

で
、
多
胡
碑
の
保
存
管
理
に
尽

「多胡碑記念館」
高崎市吉井町池 1085

☎　027・387・4928
Fax 027・387・8726

開館時間：午前 9 時 30 分～午後 5 時
休 館 日：月曜（祝日の場合は翌日）年末年始
入場料金：大人 200 円、大学生 100 円
　　　　　小・中・高校生と 65 歳以上無料

力
し
た
人
物
。
現
在
、
没
後
百
年
を
記
念
し
県
内
で
も
多
彩

な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
歌
は
「
深
草
の
う
ち
に
埋
も
れ

し
石
文
の
世
に
め
づ
ら
る
ゝ
時
は
来
に
け
り
」
と
あ
る
。
解

説
板
に
は
、
多
胡
碑
の
拓
本
を
贈
ら
れ
た
際
の
礼
状
に
記
さ

れ
た
歌
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
近
く
に
は
、
書
道
関
係
者
が
注
目
す
る
隷
書
体
で

書
か
れ
た
「
多
胡
碑
記
」
の
碑
が
あ
る
。
書
は
日
下
部
鳴
鶴

の
筆
と
さ
れ
る
。

記
念
館
東
側
に
は
、
古
代
蓮
（
大
賀
蓮
）
が
植
え
ら
れ
た
池

が
あ
り
、
季
節
に
な
る
と
美
し
い
姿
を
見
せ
る
。
こ
の
蓮
を
被

写
体
に
し
た
写
真
展
も
毎
年
夏
に
同
館
で
開
か
れ
て
い
る
。

楫取素彦の歌碑

企画展には上野三碑の拓本も

拓本体験ができる

ミュージアムショップにも拓本

鏑川
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多
胡
碑
記
念
館
の
企
画
を
主
に
担
当
す
る
学
芸
員
の
方
た

ち
に
館
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

―
開
館
か
ら
十
六
年
、
記
念
館
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

多
胡
碑
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
的
に
史
跡
地
の
維

持
管
理
に
注
意
で
き
る
こ
と
、
見
学
者
へ
の
対
応
が
行
え
る

こ
と
な
ど
、
多
胡
碑
の
保
存
と
活
用
面
で
も
果
た
し
て
い
る

役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
当
館
は
、
主
に
考
古
資

料
を
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
、
中
国
の
石
刻
の
拓
本
を
展
示
し

て
い
る
ス
ペ
ー
ス
…
な
ど
多
彩
な
展
示
室
が
あ
る
の
も
特
徴

で
す
。
企
画
展
示
に
つ
い
て
も
考
古
展
、
拓
本
展
、
書
道
展

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
る
も
の
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
通
し
て
日

本
の
古
代
史
や
書

道
史
、
文
章
史
、

民
俗
な
ど
、
多
角

的
に
検
討
さ
れ
蓄

積
さ
れ
て
き
た
多

胡
碑
の
研
究
史
や

評
価
に
つ
い
て
、

一
側
面
に
偏
る
こ

と
な
く
、
広
く
一

般
の
方
々
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の

一
助
に
な
っ
て
き

た
、
と
考
え
て
い

ま
す
。

◎ 

館
長
の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

歴
史
や
文
化
、
自

然
に
恵
ま
れ
た
吉
井

地
域
に
は
多
く
の
見

所
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
牛
伏

山
、
伝
統
を
今
に
継

承
す
る
馬
庭
念
流
、

名
刹
の
仁
叟
寺
、
多

く
の
歴
史
資
料
を
展

示
す
る
吉
井
郷
土
資

料
館
な
ど
、
お
す
す

め
ポ
イ
ン
ト
も
多
彩

で
す
。
ぜ
ひ
、
訪
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
。

桑　原　高　良
（くわばら　たかよし）

群馬ペンクラブ会員、群馬県文学会議会員。
1950 年生まれ。74 年に上毛新聞社入社。藤岡

支局長、前橋支局長、編集局文化生活部長、出版
局次長、文化情報誌「上州風」編集長、編集局次
長などを経て太田支社長。館林シャトルおよび
高崎タカタイの編集長。2011 年 3 月退職。現在、
中央カレッジグループ学園新聞編集長。著書に『二
足の草鞋と本音人生―聞き書き大川栄二』『わが
こころ　語る上州人　塩原友子』『初代コロムビ
ア・ローズ物語―人生は歌とともに』（いずれも
上毛新聞社刊）。

―
地
域
や
次
代
を
担
う
青
少
年
に
対
し
て
も
多
彩
な
企
画
を

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

「
上
毛
か
る
た
」
で
多
胡
碑
の
名
を
知
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
多
い
が
、
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
公
募
書
道
展
や
、
多
胡

碑
や
古
代
の
多
胡
郡
の
特
徴
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
の
展
示
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
常
設
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
拓
本
体
験
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
対
す
る
利
用
者
の
反
応
は
。

多
胡
碑
に
直
接
関
連
す
る
展
示
や
催
し
を
近
く
の
施
設
で

見
学
で
き
る
こ
と
は
、
他
の
古
代
碑
の
所
在
地
に
は
見
ら
れ

な
い
特
徴
な
の
で
、お
お
む
ね
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

展
示
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
繰
り
返
し
来
館
す
る
利
用

者
も
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
参
考
に
な
っ
た
」「
今
後

も
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、「
内
容
が
難
し
く
、

と
っ
つ
き
に
く
い
」
と
い
う
意
見
の
ほ
か
、
要
望
と
し
て
、

「
中
世
以
降
の
多
胡
碑
の
歴
史
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
ほ
し

い
」「
羊
太
夫
伝
説
の
特
別
展
を
開
催
し
て
」「
多
胡
碑
以
外

の
テ
ー
マ
も
扱
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

―
今
後
、
記
念
館
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

日
常
的
な
多
胡
碑
の
保
存
・
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、
多
胡
碑

を
軸
と
し
た
企
画
展
に
よ
っ
て
、
多
胡
碑
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
、
異
な
る
研
究
分
野
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
胡
碑
は
近
世
以
降
に
、
文
人
・
研
究

者
に
よ
っ
て
、
歴
史
・
文
学
・
書
の
世
界
で
興
味
の
対
象
と

な
り
、多
く
の
文
化
的
情
報
を
発
信
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

現
代
に
お
い
て
も
多
胡
碑
や
記
念
館
が
同
様
の
位
置
づ
け
と

な
る
よ
う
常
に
意
識
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

学
芸
員
に
聞
く

「
多
胡
碑
の
情
報
拠
点
に
」

館
内
で
は
多
胡
碑
に
つ
い
て
解
説

牛伏山を望む
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一
九
五
一
年
生
。
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。

同
大
学
助
手
を
経
て
、
一
九
八
五
年
群
馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
専

任
講
師
。
現
在
は
同
大
学
教
授
。
専
門
は
上
代
文
学
。
主
な
著
書
に

『
続
日
本
紀
宣
命　

校
本
・
総
索
引
』『
群
馬
の
万
葉
歌
』
な
ど
。

北き
た 

川が
わ 

和か
ず 

秀ひ
で

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
趣
向
を

変
え
て
、
山
名
丘
陵
（
高
崎
市
山
名

町
）
に
所
在
す
る
「
石い
し

碑ぶ
み

之の

路み
ち

」
の

万
葉
歌
碑
を
紹
介
す
る
。「
石
碑
之

路
」
と
い
う
の
は
、
山
名
八
幡
宮
の

脇
か
ら
山
上
碑
を
経
て
金
井
沢
碑
に

至
る
道
で
、
高
崎
自
然
歩
道
の
一
部

を
な
し
、
道
の
傍
ら
に
万
葉
歌
を
刻

ん
だ
歌
碑
が
二
十
数
基
も
建
て
ら
れ

て
い
る
。
途
中
か
ら
分
岐
し
て
根
小

屋
城
跡
に
至
る
道
沿
い
に
も
群
馬
県

ゆ
か
り
の
人
々
の
歌
碑
や
詩
碑
等
が

八
基
建
て
ら
れ
て
い
る
。
山
名
八
幡

宮
脇
か
ら
山
上
碑
ま
で
は
舗
装
道
路
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
山
道
で
、
道
が
細
く
な
っ
て

い
る
箇
所
も
あ
る
。
高
低
差
が
最
も
大
き
い
の
は
山
上
碑
に
至
る
石
段
で
あ
ろ
う
が
、
七
曲

り
の
あ
た
り
も
そ
こ
そ
こ
高
低
差
は
あ
る
。

こ
れ
ら
の
石
碑
を
建
て
た
の
は
会
社
社
長
の
信
澤
克
己
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
私
財
を
投
じ

て
こ
れ
ら
の
石
碑
を
建
立
し
て
い
っ
た
。
そ
の
い
き
さ
つ
は
、
昭
和
六
十
一
年
、
山
名
八
幡

宮
裏
に
高
崎
市
が
建
て
た
石
碑
に
詳
し
い
。
そ
の
碑
文
を
引
用
す
る
。

　
　
　

石い
し

碑ぶ
み

の
路

信
沢
克
己
さ
ん　

土
建
会
社
の
社
長
さ
ん
で
あ
る　

信
沢
さ
ん
は
古
代
の
人
々
が
佐

野
山
と
呼
ん
だ
今
の
山
名
丘
陵
の
麓
、
根
小
屋
に
住
ん
で
い
た

信
沢
さ
ん
は
雉
を
飼
育
し
て
山
に
放
す　

狩
猟
に
は
関
係
な
く
た
だ
放
す　

そ
の
た

め
信
沢
さ
ん
は
佐
野
山
の
尾
根
路
、
高
崎
自
然
歩
道
を
歩
く

そ
の
頃
、
一
九
七
二
年　

丘
陵
は
二
ヶ
所
で
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
唸
り
、
無
残
に
山
肌

が
削
ら
れ
て
い
た

丘
陵
に
は
山
ノ
上
の
碑
や
金
井
沢
の
碑
が
あ
り
、
万
葉
集
に
納
め
ら
れ
た
上
野
国
歌

の
幾
つ
か
は
、
こ
の
附
近
で
唄
わ
れ
た
古
代
歌
謡
と
さ
れ
る　

こ
こ
は
私
た
ち
の
心
の

ふ
る
さ
と
、
緑
の
丘
陵
で
あ
る

信
沢
さ
ん
は
こ
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
保
存
す
る
た
め
、
万
葉
歌
碑
を
建
て
る

こ
と
に
し
た　

佐
野
山
の
路
に
で
あ
る　

山
ノ
上
の
碑
も
金
井
沢
の
碑
も
、
千
年
以
上

そ
こ
に
あ
る　

歌
碑
の
造
立
は
古
代
の
ロ
マ
ン
を
伝
え
、
石
が
そ
こ
に
あ
る
か
ぎ
り
、

人
々
は
こ
の
路
を
大
切
に
す
る
だ
ろ
う　

信
沢
さ
ん
は
今
も
石
碑
の
路
を
造
る

　

一
九
八
六
年
一
月　
　
　
　
　

高
崎
市

信
澤
氏
が
抱
い
た
危
機
感
や
、
氏
が
万
葉
歌
碑
を
建
て
よ
う
と
し
た
理
由
は
、
こ
の
碑
文

か
ら
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
な
お
、
こ
の
碑
文
に
は
、
古
代
、
山
名
丘
陵
を
佐
野
山
と
呼
ん

で
い
た
旨
の
記
述
が
あ
る
が
、佐
野
は
烏
川
の
左
岸
の
地
名
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

烏
川
右
岸
の
山
名
丘
陵
を
佐
野
山
と
呼
ん
だ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。
碑
文

の
趣
旨
に
は
関
わ
ら
な
い
が
、
指
摘
だ
け
し
て
お
く
。

一
、「
石
碑
之
路
」
の
万
葉
歌
碑

「
石
碑
之
路
」
の
地
図
と
、
万
葉
歌
碑
の
一
覧
表
と
を
掲
げ
る
。
一
連
番
号
は
順
路
に
従
っ

石碑之路の入口の碑

（11）
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て
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
の
歌
碑
の
揮
毫
者
は
高
野
辰
之

氏
で
、
建
碑
も
昭
和
十
一
年
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
は
信
澤
氏
が
建
て
た
も

の
で
は
な
い
。
②
は
山
上
碑
へ
の
分

岐
点
を
通
り
過
ぎ
て
、
山
名
貯
水
池

へ
の
道
を
進
ん
だ
先
に
あ
る
。「
山

名
貯
水
池
」
と
刻
ん
だ
碑
の
裏
面
に

山
部
赤
人
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る

ら
し
い
の
だ
が
、
立
ち
入
り
禁
止
の

た
め
石
碑
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き

ず
、
裏
面
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
赤
人
の
歌
は
、
藤
原
不

比
等
の
邸
宅
の
池
を
よ
ん
だ
も
の

で
、
上
野
国
と
は
関
係
が
な
い
。
貯

水
池
の
ほ
と
り
と
い
う
立
地
の
関

係
で
池
を
よ
ん
だ
歌
を
選
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
。
③
の
歌
碑
は
山
上
碑
・

山
上
古
墳
へ
の
長
い
石
段
の
下
に

位
置
す
る
。
④
以
降
の
歌
碑
は
、
す

べ
て
山
上
碑
か
ら
金
井
沢
碑
へ
の

道
沿
い
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

信
澤
氏
の
意
向
通
り
、
選
ば
れ
た

歌
は
上
野
国
東
歌
が
多
く
、
未
勘
国

東
歌
（
上
野
国
の
歌
と
す
る
説
の
あ

る
歌
を
含
む
）
も
目
立
つ
が
、
中
に

は
柿
本
人
麻
呂
の
歌
（
二
首
）、
豊

前
国
娘
子
大
宅
女
の
歌
、
大
津
皇
子

の
歌
、
石
川
郎
女
の
歌
な
ど
、
東
国

と
は
無
関
係
と
思
わ
れ
る
歌
も
含

筆塚②の碑③の歌碑の刻字部分

山名丘陵歌碑地図
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ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
碑
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
歌
碑
の
揮
毫
者
は
例

外
な
く
大
沢
雅
休
氏
で
あ
る
。
大
沢
氏
は
、
明
治
二
十
三
年
に
高
崎
市
柴
崎
町
で
生
ま
れ
た

書
家
で
、
昭
和
二
十
八
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
信
澤
氏
が
万
葉
歌
碑
の
建
立

を
思
い
立
っ
た
の
は
、
大
沢
氏
の
没
後
二
十
年
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。

①
の
高
野
辰
之
氏
の
歌
碑
の
近
く
に
信
澤
氏
が
建
て
た
「
筆
塚
」
が
あ
る
。
筆
塚
の
裏
面

に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

自
然
に
親
し
み　

美
し
い
故
郷
の
心
に
ふ
れ
る
こ
と
が
碑
に
託
し
た
願
い
で
す

幸
い
に
し
て　

故
大
沢
雅
休
先
生
の
ご
遺
墨
を
は
じ
め　

諸
先
生
方
の
ご
揮
毫
を
賜

わ
り
ま
し
た

慎
ん
で　

深
甚
の
感
謝
を
捧
げ　

筆
塚
の
辞
と
し
ま
す

　
　
　
　

昭
和
五
十
五
年
五
月
五
日

大
沢
氏
の
書
は
信
澤
氏
が
依
頼
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
上
野
国
と
は
無
関
係
な
歌
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
歌
ま
で
歌
碑
と
し
て
石
碑
之
路
に
設
置
し
た
の

は
、
高
崎
市
出
身
の
大
沢
氏
の
書
を
、
石
碑
と
し
て
末
永
く
残
し
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
っ

た
も
の
と
推
測
す
る
。

二
、万
葉
歌
碑
以
外
の
石
碑

万
葉
歌
碑
が
並
ぶ
道
の
途
中
か
ら
分
岐
し

て
、
根
小
屋
城
跡
に
至
る
道
に
も
計
八
基
の

石
碑
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
碑
に
刻
ま
れ
て

い
る
の
は
、
群
馬
ゆ
か
り
の
人
々
の
歌
や
俳

句
、
詩
な
ど
で
あ
る
。
作
者
の
年
代
と
し
て

は
、
新
田
義
貞
（
歌
碑
）
が
最
も
古
い
。
あ

と
の
作
者
は
す
べ
て
近
現
代
の
人
で
あ
る
。

村
上
鬼
城
の
句
碑
、
山
村
暮
鳥
の
詩
碑
、
大

手
拓
次
の
詩
碑
、
新
島
襄
の
言
葉
を
刻
ん
だ

碑
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
根
小
屋
城
の
本

丸
跡
に
は
、
手
島
右
卿
氏
の
揮
毫
に
よ
る
昭
和
天
皇
の
御
製
歌
碑
が
あ
る
。「
も
え
い
づ
る

春
の
若
草
よ
ろ
こ
び
の
い
ろ
を
た
た
へ
て
子
ら
の
つ
む
み
ゆ
」
と
い
う
、
昭
和
二
十
五
年
の

歌
会
始
に
お
い
て
「
若
草
」
と
い
う
お
題
で
よ
ま
れ
た
御
製
で
あ
る
。
こ
の
歌
碑
が
こ
こ
に

あ
る
か
ら
に
は
、
こ
の
御
製
も
群
馬
県
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

根
小
屋
城
跡
に
至
る
道
に
は
万
葉
歌
碑
は
一
基
も
な
い
の
で
、
万
葉
歌
碑
め
ぐ
り
が
目

的
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
道
に
は
足
を
運
ば
ず
と
も
大
丈
夫
で
あ
る
。

三
、
石
碑
の
路
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
二
十
四
年
九
月
七
日
付
上
毛
新
聞
の
記
事

に
よ
れ
ば
、
石
碑
之
路
に
設
置
す
べ
く
歌
碑
自
体

は
完
成
し
、
設
置
予
定
地
付
近
ま
で
運
ば
れ
な
が

ら
、
信
澤
氏
が
亡
く
な
っ
た
た
め
に
、
歩
道
脇
に

放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
碑
を
き
ち
ん
と
設
置
・

整
備
し
て
信
澤
氏
の
遺
志
を
生
か
そ
う
と
、
森
林

整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
高
崎
里

山
の
会
代
表
の
白
石
隆
夫
氏
と
、
高
崎
商
科
大
学

の
国
際
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
山
崎
紫し

お生
セ
ン

タ
ー
長
と
が
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
「
石
碑
の

路
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
た
。
そ
れ

が
実
っ
て
、
三
年
後
の
今
年
、
五
基
の
石
碑
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
九
月
に
は
現
地
説
明
会

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
に
当
た
っ
て
は
、
高
崎
商
科
大
学
の
地
域
創
造

ゼ
ミ
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
中
心
的
役
割
を
担
い
、
石
碑
周
辺
の
草
刈
り
や
ご
み
を
撤
去
し
た

り
、
碑
文
の
解
読
や
揮
毫
者
の
特
定
作
業
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

信
澤
氏
の
遺
志
を
継
ぐ
、大
変
に
意
義
深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
一
覧
表
・

地
図
の
⑱
〜
＝
（
丸
囲
み
の
22
・
作
字
）
の
五
基
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。
な
お
、
放
置
さ
れ

た
ま
ま
の
石
碑
は
他
に
も
あ
る
と
い
う
話
も
聞
く
。
こ
れ
ら
も
日
の
目
を
見
る
よ
う
に
と
願

う
も
の
で
あ
る
。

新島襄の言葉を刻んだ碑

高崎商科大学が設置した歌碑の解説板
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群馬県教育文化事業団　INFORMATION

郷土芸能公演　平成 25 年１月13 日（日）
13:00 開演（12:30 開場）　全席自由 500 円
監修／井田安雄（元群馬県文化財保護審議会委員）

【出演】
❖ 二之宮の式三番叟（前橋市）
❖ 乃久里神社お川瀬下げ神事／
　 野栗太々神楽（上野村）
❖ 御川降り／
　月田近戸神社の獅子舞（前橋市）

【ゲスト出演】
❖ 雄勝法印神楽（宮城県石巻市雄勝町）国重要無形民俗文化財

伝統歌舞伎公演　平成 25 年１月12 日（土）
11:00 開演（10:30 開場）　全席自由 500 円
司会・解説／葛西聖司（アナウンサー・古典芸能解説者）

【出演・演目】
❖ 横室歌舞伎
　一ノ谷嫩軍記　三段目　熊谷陣屋の段

❖ 横室子ども歌舞伎
　弁天娘女男の白浪　稲瀬川勢揃いの場

❖ 葛西聖司のワークショップコーナー
❖ みなかみ子ども歌舞伎　菅原伝授手習鑑　四段目　寺小屋の段

ぐんま郷土芸能の祭典 会場：ベイシア文化ホール（群馬県民会館）小ホール

【チケット取扱い】ベイシア文化ホール　前橋市日吉町 1-10-1　TEL.027-232-111　【問合先】( 公財 ) 群馬県教育文化事業団　TEL.027-224-3960

第 36 回県民芸術祭参加
群馬県文化基本条例制定記念

❖ 渋川歌舞伎
　  座長　池田　勝　「奥州安達ヶ原　三段目　袖萩祭文の湯」

❖ レクチャー「全国の地芝居の現状について」
　  城井智子（きいともこ）　（公社）全日本郷土芸能協会　専務理事
　 　　　　　　　　　　　 全国地芝居連絡協議会　副議長

伝統文化継承連携事業
歌 舞 伎 公 演

会場：ながめ余興場
（みどり市大間々町大間々1635）TEL.0277-72-1968

【問合先】( 公財 ) 群馬県教育文化事業団　事業課　TEL.027-224-3960

平成 24 年度文化庁文化芸術振興費補助金
「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業」

平成 25 年１月 20 日（日）　開場 12:00　開演 13:00 入場無料（要整理券）　先着 650 名

出演
・

演目

平成 25 年 2 月 2 日（土）会場：ベイシア文化ホール ( 群馬県民会館 ) 大ホール
お話し・ワークショップ●開演 13:00（開場 12:30）
演　能●開演 14:00
入場料●全席指定　Ｓ席 4,500 円　Ａ席 3,000 円（同学生 1,000 円）

（チケットの受取り・支払い）
当館窓口の場合…予約日から２週間以内にお引き換え下さい。
郵送希望の場合…郵便での配達時に現金でお支払い下さい。
※なお、チケット代金の他に送料・代引引換料等はお客様負担になります。

【演目】

仕舞「笠之段」（かさのだん）　「花筐」（はながたみ）　「善知鳥」（うとう）
狂言「附子」（ぶす）
能　「熊野　村雨留」（ゆや　むらさめどめ）

【問合先】( 公財 ) 群馬県教育文化事業団　事業課　TEL.027-224-3960

観世流　能　楽第 36 回県民芸術祭参加・群馬県文化基本条例制定記念

観 世 流 能 楽 鑑 賞 会

【申込・問い合わせ先】（公財）群馬県教育文化事業団 文化振興課　Tel027-224-3960　※ 整理券は会場でも取り扱っています。

12 月 22 日（土）13:00 開場（13:30 開演）
【出演（順不同）】賀茂神社太々神楽保存会（桐生市）／太田市八木節連合会（太田市）／木崎音頭保存会（太田市）／館林神楽保存会（館林市）
／成北八木節保存会（館林市）／大間々おはやし保存会連絡協議会（みどり市）／みどり市八木節連合会（みどり市）

【同日開催】◇パネルディスカッション「伝統文化継承の将来について」　11:00 ～12:30（10:30 開場）
コーディネーター◎板橋春夫氏（國學院大學兼任講師）
パネリスト◎川島栄一氏（上三林ささら保存会副会長）／大塚和雄氏（山口大杉囃子保存会副会長）
／田中おさむ氏（みどり市八木節連合会事務局長）

12 月 23 日（日）12:00 開場（12:30 開演）
【出演（順不同）】板倉はやし連（板倉町）／山口大杉囃子保存会（板倉町）／明和八木節保存会（明和町）／中谷お囃子保存会（明和町）／
千代田八木節保存会（千代田町）／吉田西里神楽保存会（大泉町）／里神楽獅子舞保存会（邑楽町）／七粋会（邑楽町）

【同日開催】◇ゲストパフォーマンス　「神楽太鼓 ×コンテンポラリーダンス」
14:20 頃～　ダンサー◎山賀ざくろ　神楽太鼓演奏者◎石坂亥士

農産物の販売
12 月 22 日（土）・23 日（日）
12:00 ～（無くなり次第、終了）

伝統芸能まつり in東毛 会場：明和町ふるさと産業文化館
入場無料（要整理券または電話申込み）

平成 24 年度
伝統文化継承事業
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昭
和
村
は
、
日
本
一
美
し
い
村
に
指
定
さ

れ
た
農
業
を
中
心
と
し
た
村
で
す
。
昭
和
村

で
は
、
二
つ
の
協
会
、
文
化
協
会
と
体
育
協

会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
を
守
り
育
て
て
い

ま
す
。
体
育
協
会
で
は
、
十
一
月
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
、
一
〇
〇
チ
ー
ム
余
り

の
参
加
で
、
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
人
達
で

一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
二
月
に
は
、
卓

球
大
会
を
行
い
、
五
〇
チ
ー
ム
余
り
の
人
達

が
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
文
化
協
会
で
は
、

十
月
に
歴
史
探
訪
、
十
一
月
二
十
三
日
に
文

化
祭
、
三
月
に
は
、
芸
能
祭
の
三
つ
を
柱
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
歴
史
探
訪
に
は
、
今
年

は
川
崎
大
師
、
横
浜
の
三
渓
園
、
羽
田
空
港

の
三
ヶ
所
の
見
学
勉
強
会
に
、
二
〇
〇
名
余

り
の
人
達
が
参
加
を
得
て
行
い
ま
し
た
。
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
事
は
、
各
自
弁
当
を
持

ち
よ
っ
て
、
昼
食
を
広
場
又
は
、
公
園
等
で

一
緒
に
、
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
多
く
の

人
と
話
を
す
る
、
そ
ん
な
所
に
重
点
を
置
き

参
加
を
増
や
す
事
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
の
文
化
祭
に
は
、
村
民
の
人
達
の
作

品
が
多
数
出
品
さ
れ
、
公
民
館
に
展
示
さ
れ

ま
す
。
又
読
み
聞
か
せ
、子
供
の
将
棋
教
室
、

お
茶
会
等
も
行
わ
れ
、
一
五
〇
〇
名
程
の
人

達
が
来
観
し
て
く
れ
ま
す
。
三
月
の
芸
能
祭

は
、
七
十
組
の
人
達
が
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、

大
正
琴
、
ギ
タ
ー
、
マ
ン
ド
リ
ン
な
ど
、
他

に
も
い
ろ
ん
な
分
野
の
方
々
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

昨
年
は
、
津
軽
三
味
線
の
松
本
梅
し
ょ
う

先
生
を
招
い
て
、演
奏
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

文
化
協
会
の
本
部
役
員
も
大
幅
に
、
若
返

り
五
十
代
の
人
達
が
中
心
に
話
し
合
い
の
中

で
、
文
化
協
会
と
し
て
今
出
来
る
事
、
文
化

と
は
何
か
と
い
う
事
を
、
何
度
も
話
し
合
い

考
え
、
仲
間
作
り
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
所

に
行
き
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
事
を
頭
に
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
に
、

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭和村文化協会会長

林　信　保

地
域
文
化
を
つ
な
ぐ

農
村
に
お
け
る
文
化
協
会
の
活
動

上か
み

で
言
う
な
ら
神
威
の
岬
よ

次
に
美
国
に
丸
山
岬

下
で
言
う
な
ら
オ
タ
モ
イ
様
よ

登
り
一
丁
に
下
り
も
一
丁

都
合
あ
わ
せ
て
二
丁
の
山
よ

お
り
と
お
り
と
に
参
詣
致
し

参
詣
致
し
た
そ
の
折
か
ら
は

お
さ
ご
ま
い
て
は
柏
手
た
た
く

わ
た
し
の
願
い
を
叶
う
た
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
（
囃
子
省
略
）

お
詫
び
と
訂
正

上
州
文
化
131
号
11
頁
「
民
謡
に
魅

せ
ら
れ
て
」
の
中
に
誤
植
が
あ
り
ま

し
た
。

三
段
目
「
北
海
道
の
北
海
鱈
釣
り

唄
の
一
部
」（
次
掲
）
八
行
目

相
手
（
誤
）
→
柏
手
（
正
）

と
訂
正
さ
せ
て
頂
く
と
共
に
、
お
詫

び
申
し
あ
げ
ま
す
。
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衣
・
食
・
住
・
工
芸
…
私
た
ち
人
間
は
、
大
昔
か
ら
自
ら

が
作
っ
た
「
も
の
」
に
囲
ま
れ
、
自
ら
が
作
っ
た
「
道
具
」

を
使
い
、ま
た
私
た
ち
が
使
う
も
の
を
形
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

工
業
化
さ
れ
る
前
の
、「
手
の
技
」
で
す
。

私
は
、
伝
統
的
な
工
芸
品
と
出
会
っ
た
と
き
に
、
ア
ー
ト

と
出
会
っ
た
時
と
同
じ
よ
う
な
感
銘
や
、イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
高
い
精
神
性
、
作
者
の
色
彩
セ
ン
ス
、

見
事
な
構
造
、
素
朴
で
大
胆
な
表
現
な
ど
に
、
心
を
ゆ
さ
ぶ

ら
れ
、
そ
の
深
淵
な
世
界
を
も
っ
と
理
解
し
た
い
と
い
う
衝

動
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

色
と
り
ど
り
の
民
族
衣
装
を
普
段
着
と
し
、
自
分
た
ち
の

着
る
物
や
使
う
道
具
を
自
ら
の
手
で
生
み
出
し
、
自
給
自
足

の
質
素
な
暮
ら
し
を
す
る
小
さ
な
村
の
人
々
…
そ
ん
な
少
数

民
族
の
暮
ら
し
に
、
私
は
ず
っ
と
憧
れ
と
尊
敬
の
念
を
抱
い

て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
創
造
と
は
…
想そ

て

せ
手
世
で
あ
る
。

十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
頃
す
で
に
、
独
自
の

表
現
に
向
け
て
創
作
し
な
が
ら
も
、「
ア
ー
ト
」
や
「
芸
術
」

と
い
う
言
葉
が
、
自
分
の
作
品
に
は
し
っ
く
り
こ
な
い
と
感

じ
、
そ
れ
な
ら
自
分
に
合
っ
た
言
葉
を
作
ろ
う
と
た
ど
り
つ

い
た
の
が
、「
想
手
世
」
で
す
。
そ
の
意
味
は
『「
想
」
像
し

た
も
の
を
、「
手
」
を
使
っ
て
形
に
し
て
、「
世
」
に
出
す
。』

と
い
う
こ
と
で
す
。（
こ
の
こ
と
ば
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
自

分
の
ア
ト
リ
エ
名
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。）

こ
の
姿
勢
は
ず
っ
と
一
貫
し
て
い
ま
す
が
、
と
き
に
は
あ

え
て
別
の
角
度
か
ら
創
作
を
試
み
る
こ
と
も
、
発
想
を
自
由

に
し
、
プ
ラ
ス
に
働
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
音
楽
と
は
…
癒
し
で
あ
る
。

若
い
こ
ろ
に
取
り
つ
か
れ
た
原
因
不
明
の
淋
し
さ
と
不
安

は
、
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
後
半
ま
で
続
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
を
癒
し
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
特
効
薬
が
音
楽
で
、
音
楽
を

聴
か
ず
に
終
わ
る
日
は
無
い
ほ
ど
で
し
た
。

な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
に
、
音
楽
が
私
を
救
う
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
た
の
か
、
今
に
な
っ
て
冷
静
に
分
析
す
る
と
、
一
つ
の

要
因
は
、
曲
に
合
わ
せ
て
「
歌
う
こ
と
」
で
、
自
分
自
身
の

身
体
を
感
じ
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
自
分
の
存
在

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
そ
の
後
、
か
け
が
え
の
な
い
出
会
い
を
得
て
、
バ
ン
ド
で

バ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
す
る
こ
と
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
音

楽
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
私
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
を
聴
い
て
創
造
意
欲
が
わ
い
た
り
、
制
作

を
し
な
が
ら
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
力
を
も
ら
う
事
は
日
常
で
、

松
田
夕
香

そ
の
一
方
で
、
買
わ
せ
る
た
め
に
大
量
生
産
を
し
て
、
す

ぐ
に
捨
て
る
よ
う
に
し
む
け
る
と
い
う
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
、
な
ん
と
虚
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
持
続
可
能
な
社
会
」
と
い
う
も
の
を
考
え
始
め
た
現
代
の

人
々
の
中
に
も
、
手
作
り
の
も
の
を
貴
び
、
自
ら
手
を
動
か

し
て
作
る
喜
び
に
気
づ
く
人
々
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

高
度
な
化
学
の
技
術
で
生
み
出
さ
れ
た
、
多
様
な
素
材
、

精
巧
に
機
械
化
さ
れ
た
生
産
技
術
。
そ
れ
ら
工
業
製
品
と
比

較
し
た
と
き
、「
手
の
技
」
は
、
一
見
す
る
と
「
素
人
で
は
と

て
も
及
ば
な
い
」
だ
と
か
「
機
械
に
比
べ
た
ら
と
て
も
効
率

が
悪
い
」
…
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
の
時
代
に
、
も
の
づ
く
り
を
体
験
す
る
こ
と
と
は
、

ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
？

一
番
大
事
な
の
は
、
私
た
ち
自
身
の
中
で
起
こ
る
で
き
ご

と
で
す
。

身
体
感
覚
か
ら
離
れ
が
ち
に
な
る
現
代
の
生
活
。
う
っ
か

り
す
る
と
頭
で
ば
か
り
考
え
て
、
感
じ
た
つ
も
り
に
な
っ
て

し
ま
う
私
た
ち
に
、「
自
ら
の
手
で
作
り
出
す
こ
と
」
は
、
根

源
的
な
学
び
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
」
材
料
と
向
き
合
う
こ
と
も
大
切

で
す
。
扱
う
素
材
の
限
界
を
知
る
ご
と
に
、
そ
こ
に
手
を
加

え
る
自
分
自
身
は
、
非
常
な
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
気

づ
き
ま
す
。

そ
れ
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
中
に
作
ら
れ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な

世
界
で
は
起
こ
り
え
な
い
こ
と
が
、
無
限
に
存
在
す
る
世
界
。

現
実
の
こ
の
世
界
と
、
触
れ
合
い
関
わ
り
あ
う
こ
と
で
す
。

さ
て
、こ
こ
で
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
創
造
」
と
は
、「
音

楽
」
と
は
、
私
に
と
っ
て
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
事
を
少
し

綴
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

創造力の恵み、音楽の癒し
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私
は
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
後
、
そ
の
衝
撃

の
中
で
心
底
か
ら
こ
の
状
況
と
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
、「
こ
の
ま
ま
で
い
て
は
い
け
な
い
」
と
、

十
年
以
上
暮
ら
し
た
東
京
か
ら
地
元
で
あ
る
群
馬
へ
移
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

「
節
電
」「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
も
あ
り
ま
し
た
。
原
発
事
故

の
状
況
も
ま
だ
ま
だ
不
透
明
で
、
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い

中
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
作
り
、
必
要
な
ら
互
い
に
手
助

け
し
、
支
え
あ
う
事
が
、
よ
り
大
切
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
が
進
ん
で
き
た
道
、
作
品
づ
く
り
の
原

点
と
な
っ
た
幼
少
期
を
過
ご
し
た
場
所
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

も
っ
と
純
粋
に
制
作
に
向
き
合
っ
て
行
け
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

震
災
、
原
発
事
故
、
経
済
と
政
治
の
混
迷
…　

問
題
は
せ

き
を
切
っ
た
よ
う
に
噴
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
多
く
は
、
い
ま
ま
で
隠
さ
れ
て
い
た
も
の
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。

崩
れ
ゆ
く
幻
想
。
機
能
し
な
い
シ
ス
テ
ム
。「
ど
う
や
っ
て

生
き
の
び
る
の
？
」
人
々
に
は
容
赦
な
い
現
実
が
突
き
つ
け

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
多
く
の
人
道
的

組
織
が
生
ま
れ
、
民
間
の
動
き
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
ゆ
く
被

災
者
た
ち
も
居
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
す
ば
ら
し
い
創
造
性
を

発
揮
し
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
め
、

人
か
ら
人
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
巧
み
に
生
か
し
、
一
見
な

に
も
無
い
と
こ
ろ
か
ら
で
も
素
晴
ら
し
く
有
効
な
活
動
は
生

ま
れ
て
ゆ
く
の
で
す
。
そ
の
事
実
の
な
か
に
は
、
一
筋
の
希

望
を
見
出
せ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
こ
れ
ほ
ど
の
問
題
の
渦
の
中
で
、
そ
れ
を
収
束
し
解
決
で

き
る
方
法
が
あ
る
と
す
れ
ば
た
だ
一
つ
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
こ
と
、
自
分
の
い
ち
ば
ん

得
意
な
こ
と
に
取
り
組
む
中
で
、
問
題
に
立
ち
向
か
う
し
か

な
い
」
と
い
う
話
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
そ
う
な
ら
ひ
と
り
ひ
と
り
が
希
望
を
失
わ
ず
に
、

こ
の
激
動
の
世
界
を
生
き
て
い
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
願
わ
く
ば
、
私
も
私
自
身
の
作
品
を
発
表
し
、
発
信
し
、

創
造
性
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
先
の
世
界
を
創
造

す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松 田 夕 香
Matsuda Yuuka

▶ 1977 年　群馬県出身▶ 1996 年　大学入
学とともに東京へ。芸術全般を学ぶ。染織
コースを専攻▶ 1998 年　在学中より舞台衣
装を多数手がける▶ 2002 年　「芸術運動会」
を立ち上げ、野外でのアートイベント等を
行う▶ 2005 年　「アトリエ sotese」として、
作品制作・販売を開始する▶ 2007 年　バン
ド「ORANGEY」などで、音楽活動を始める
▶ 2011 年　群馬県でグループ展「縁祭」「現
代リアリズム展」（高崎シティーギャラリー）
住居を群馬に移す。▶ 2012 年　グループ展
「どじんじん」出展

twitter アカウント：@sotese
芸術や社会についてつぶやいています。

そ
う
い
う
意
味
で
は
私
の
創
造
の
大
き
な
要
素
の
ひ
と
つ
で

も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
て
ご
く
自
然
に
造
形
と
音
楽
が
、
私
の
中
で
手
を

結
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
グ
ル
ー
プ
展
「
ど
じ
ん
じ
ん
」（
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
）
で
、
そ
の
結
実
を
映
像
作
品
と
し
て
初
め
て
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
自
ら
の
創
造
世
界
の
新
た
な

次
元
へ
の
一
歩
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
私
が
「
な
ぜ
作
品
を
作
っ
て
い
る
の
か
」

　
　
　
　
　
　
　
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
図
と
し
て
は
、

自
分
の
感
覚
し
た
い
感
覚
を
具
現
化
さ
せ
て
、
他
の
人
た

ち
に
も
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

そ
し
て
そ
の
時
に
人
々
が
ど
う
感
じ
る
の
か
？　

私
と
同

じ
よ
う
な
の
か
、
全
く
違
う
の
か
、
私
の
気
付
か
な
か
っ
た

事
に
気
づ
く
の
か
…

そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
起
こ
っ
て
く
る
様
々
な
反
応
全
て
を
、

私
の
作
品
と
し
て
味
わ
う
事
を
幸
せ
に
感
じ
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
そ
の
理
由
は
、

　
　
　「
も
う
逃
げ
た
く
な
い
か
ら
」
で
す
。
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レストラン　伊万利ダイン

「栗の季節になりましたね」
この秋も、何人かの方から声をかけられた。

（あぁ、覚えていてくださるのだ……）
かつて上梓した随筆集に、母と二人で栗の皮をむく場面が登場する。それを心にとめ、

毎年この時季になるとそのシーンを回想して言
葉をかけてくださる。何てありがたいのだろう。

特に T・H さんは、毎年ご自分の庭の栗を何
度も届けてくださる。優しい笑顔と共に。

早速頂いた栗をゆで皮をむく。軽いシロップ
煮にしてケーキに使うのだ。それを食した友人
が、
「手製の栗でしょう？　価値があるわ！」
と言ってくれた。
市販のシロップ煮のように鮮やかな黄色ではないが、それが貴重なのかもしれない。

「思い出を背に、進め」
最近出合った言葉だ。かつて、ふるさとのキッチンでむいていた栗を、いま移転先のこ

の地でむいている。
七年前の秋、移転を半年後に控え、私はどんな気持ちでむいていたのだろう。無心だった、

と思う。決めたこと、決まったことに抗わず、ただ無心に、ひたすら大きなボールにいっ
ぱいの栗を母とむいたのだ。そして ―― 今もそうだ。

五十年にも及ぶふるさとでの生活を思わない日はない。そして、そこで立ち止まりそう
になる。

しかし、それらを背に、進め、と教えられた。張りつめていた心が、ゆるんだ気がした。
思い出を、財産にできる気がした。

さてさて ―― 栗である。
買ってきた栗ではなく、頂いた栗をむける幸せに気づかされたこの秋。
T・H さんに感謝を抱きつつ、初冬に向かって進めそうである。

思い出を背に

竹 田 朋 子

竹 田  朋 子 〈略歴〉
長野原町出身／群馬ペンクラブ会員
散文誌「せせらぎ」同人／短歌誌「遠天」同人
第 55 回「日本随筆家協会賞」受賞／第 46 回群馬県文学賞受賞
著書『風の吹く道』



群馬県渋川市伊香保町396-20

東京都台東区東上野6-10-7金子ハイツ503 〒110-0015
Tel. 03-3843-0083

埼玉県さいたま市中央区下落合4-23-10-101 〒338-0002
Tel. 048-856-1660

ローンのお申し込みは、群馬銀行へ！
住宅ローン「金利選択プラン」 マイカーローン 教育ローン「仕送り名人」

選べる魅力で快適な住まいづくり 自動車の購入・車検等に 入学金・授業料・仕送り費用に

住宅リフォームローン 「ナイスサポートカード」カードローン フリーローン「おまとめ太郎」
ご自宅の増改築・補修・改修費用に ホームページ・モバイルサイトからもお申込可能 ご返済をまとめて一本化

詳しくは窓口または、下記までお問い合わせください。

群馬銀行ダイレクトセンター

0120-139138 受付時間 9:00 ～ 20:00
土・日・祝休日．12/31～1/3は除きます。



◇ 秋といえば『スポーツの秋』『芸術の
秋』『読書の秋』などという言葉が話
題になる季節。しかし、私は何といっ
ても『食欲の秋』が一番親しみを感
じます。秋の味覚の定番は、やはり
新米で炊いた栗ごはんや、秋刀魚の
塩焼きなどでしょうか。実りの秋と
も言いますが、自分自身を実らせな
いように注意しながら楽しみたいも
のです。（ＮＨ）

◇ 本誌希望の方は、送料（140 円 × 希
望回数分の切手）を添えてお申し込
み下さい。また、ご要望ご意見等も
お寄せください。
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